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人 口 と世 帯（3 月1日現在）

Ｏ人口　463,673人　（－539）

Ｏ　男　235,999人　（一句9）

Ｏ　女　227,674人　（－340）

Ｏ世帯　171,598世帯（－312）

市役所の代表電話は 66-1111

囗
は
前
月
比

わたしたちの身近な仲間たち
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野鳥 観 察会

野鳥観 察 会講 師・ 熊谷 章氏( 写 真中央)

の 協力 により、４年 間連 載して きました｢松

戸 の 野鳥｣( 毎 月20 日号 最終 ペ ージ) は今

回 で 終了 し ます。長 い 間ご愛 読 ありが と

うご ざい まし た。

財 まつ ど街 と水辺 の 緑化基 金 で は、毎

月 １回野 鳥観 察会 を行 って い ます。 野鳥

に興味 の あ る人は、 お気 軽 にご 参加 くだ

さい。

市
内
に
生
息
す
る
野
鳥
を
通
じ
て
、
身
近
な
自

然
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
松
戸
の
野
鳥
」
で
は

い
ろ
い
ろ
な
鳥
た
ち
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

上
の
写
真
も
、
そ
の
中
で
紹
介
し
て
き
た
私
た

ち
の
身
近
な
仲
間
た
ち
で
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
く

ら
い
覚
え
て
い
ま
し
た
か
。

日
ご
ろ
目
に
す
る
こ
と
の
多
い
鳥
か
ら
順
に
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
も
数
の
増
減

が
あ
り
、
環
境
の
変
化
が
野
鳥
の
世
界
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

と
き
に
私
た
ち
は
、
多
く
の
仲
間
だ
ち
と
共
存

し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
彼
ら
の
様
子

に
注
意
を
払
い
、
温
か
い
目
で
見
守
る
こ
と
。
そ

れ
が
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
今
ご
ろ
は
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
を
聞
く

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
休
日
の
朝
、
少
し
早
起
き
し
て

ウ
グ
イ
ス
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
さ
わ
や
か
な

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
の
歌
声
は
、
心
地
よ
い
清
涼
感

を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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松戸市高齢者

保健福祉計画

特

集

な
ぜ
保
健
福
祉
計
画

が
必
要

か

平
成
５
年
の
市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
七

・
九
％
で
、

全
国
平
均
の
一
二
・
六
％
（
平
成
３
年
）
と

比
べ
て
も
、
松
戸
は
若
い

都
市
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
1
2
年
を
境
に
高
齢
化
率
は

急
増
し
、
3
2年
に
は
二
五
・
九
％
と
、
全
国

平
均
を
上
回
る
超
高
齢
社
会
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
（
表
１
）

援
護
を
要
す
る
お
年
寄
り
の
数
も
増
加
す

る
一
方
で
す
。
（
表
２
）

市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
急
激
に
進
む
高
齢

化
に
対
処
す
る
た
め
、
「
松
戸
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
民
の
声
を
い
か
し
た
計
画

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
市
は
平

成
４
年
９
月
か
ら
５
年
１
月
に
か
け
て
、
三

種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
現
在
の
健
康
状

態
（
高
齢
者
が
対
象
）
に
つ
い
て
は
、
「
健

康
」
と
答
え
た
人
が
四
七

二
二
％
、
「
大
き

な
支
障
は
な
い
」

も
含
め
る
と
八
二
・
八
％

の
人
が
日
常
生
活
に
は
支
障
が
な
い
状
態
で

す
。
（
表
３
）

ま
た
、
高
齢
者
は
社
会
や
地
域
へ
の
参
加

意
欲
が
高
く
、
就
労
の
意
向
を
見
て
み
る
と
、

四

丁

二
％
の
人
が
働
く
意
欲
を
持
っ
て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す

。
（

表
４

）

介

護
に
つ

い

て
は

、
親
の

介
護

が

必
要

に

な
っ

た
と

き
の
「

親
の

介

護
志

向
」
、
自
分

が

高
齢

に
な
っ

て

介
護

が
必

要
に

な
っ

た
と

き

の
「
自
分

自
身

の

介
護
要

望

」
の

ど
ち

ら
で

も
、

約

八
割
の

人

が

在
宅

介
護

を
希

望
し
て

い

ま

す
。
（

表
５

）

こ

れ
ら
の

ほ

か
に

も
た

く
さ

ん
の

ご
意

見

を
い

た
だ

き
ま
し

た

が
、
ア
ン

ケ

ー
ト

の

結

果

を
基

に
サ

ー
ビ
ス

の
目

標
設

定

等

を
行

う

な
ど

、
市

民
の

皆

さ
ん
の
声

を
い

か

し
た

計

画

を

策
定

し
ま

し
た

。
　（

表
６

）

人 口と 高齢化 率表 １

平 成 ３年
(』991年)

平成12年
(2000 年)

平 成22年
(2010 年)

平成32年
(2020 年)

松

戸市

総 人 口 453,213 人 485,000 人 525,000 人 536,000 人

65歳以上 32,247 人 54,825 人 96,586 人 138,861 人

高齢化率 7.1 % 囗.3 ％ 18.4  % 25.9  %

全

国

総 人 口 1億2,404 万人 j億2,739 万人 |億3,040 万人 |億2,835 万人

65歳以上 1,558万 人 2,170 万人 2,775万人 3,274 万人

高齢化 率 12.6  % 17.0 % 21.3  % 25.5  %

表3 最近の健康状態

表2 要援護高齢者

平成５年　 平成12年

■寝たきり老人　960 人　  1,377人

■痴呆性老人　 1,840人　2,561 人

■虚弱老人　　 1,459人　2.031人

表4　 高齢者 の就 労意 向

親の 介 護志 向表5 自分 自身 の介 護要望

い
き
い
き
と
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
松
戸
の
ま
ち
に

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
松
戸
市
は
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
人
生
八
十
年
」
時
代
が
到
来
し
、
だ
れ
も
が
こ
の
長
寿
社
会
を
、
心
豊
か
に
健
や
か
に
過

ご
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
松
戸
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
1
2年
ま
で
に
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
基
盤
を
整
備
し
、
市
内
の
高
齢
化
率
が
ピ
ー
ク
と
な
る
3
2年
ま
で
に
、
市
民
が
健
康

で
自
立
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。



高
齢
者
か
い
つ
ま
で
も

心
の
は
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
い
き
い
き

と
し
た
日
々
を
送
る
に
は
、
ま
ず
い
き

が
い
感
を
高
め
、
心
の
は
り
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
が
、
長
年
培
っ
て
き
た
知
識

や
技
能
を
い
か
し
て
、
就
労
や
地
域
活

動
、
生
涯
学
習
な
ど
に
参
加
し
満
足
で

き
る
よ
う
に
、
参
加
の
機
会
や
情
報
の

提
供
が
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

高齢者がいつまでも健康な身体状態を保てるように

高齢になっても健康を保ち、いきいきと充

実した日々を送るためには、健康的な生活習

慣を身に付けて「より健康になること」で、

寝たきりや痴呆にならないよう心がけること

が大切です。

一人ひとりが「自らの健康は自らつくる」

という意識を持てるようにするため、生涯を

通じての健康教育の実施や健康づくりを実践

するための支援などを行います。

必要な医療が受けられるように

高齢者が安心して生活できるようにするため、病気

になった場合でも個人の生活環境に応じて、通院の介

助、訪問看護などの在宅ケアやリハビリテーションを

受けられるようにするなど、高齢者に必要な医療の充

実を支援します。

松
戸
市
が
目
指
す
長
寿
社
会
は

こ
の
計
画
に
よ
り
市
が
目
指
す
「
長
寿
社

会
」
の
基
本
理
念
は
、

①
「

選
択
の
自
由

と
機
会
均
等
の

保
障
」

す
べ
て
の
市
民
が
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自
ら

の
生
活
を
思
い
ど
お
り
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

ま
た
選
択
の
機
会
が
均
等
に
与
え
ら
れ
、
自

分
が
選
ん
だ
生
踝
を
い
き
い
き
と
健
や
か
に
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

②
「
人

間
性
の

尊
重
Ｌ

年
齢
や
性
別
、
信

条
、
能
力
、
心
身
の
状
態
、
婚
姻
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
市
民
が
皆
等
し
く

多
様
な
生
き
方
が
で
き
、
市
民

一
人
ひ
と
り

が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
お
互
い
に

分
か
り
合
う
地
域
社
会

③
「
地
域
の
連
帯
」
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
、
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ

て
地
域
の
自
立
を
支
え
、
一
人
ひ

と
り
の
協
力
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て

い
く
地
域
社
会
（
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）

の
三
つ
で
す
。

安定した日常生活が送れるように

そ
し
て
、
こ
の
「
長
寿
社
会
」
を
目

指
し

て
事
業
を
体
系
化
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の

六
つ
の
基
本
的
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

１
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
心
の
は
り

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

２
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
な
身

体
状
態
を
保
て
る
よ

う
に

３
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
４
安
定
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に

５
充
実
し
た
介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に

６
社
会
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
社
会
を

つ
く
る
た
め
に

嬲
な
が
い
き
課

高齢者が安心して生活で

きるようにするため、緊急

時にいつでも相談ができる

体制を整備したり、高齢者

が生活しやすいように改良

した住宅の確保や、生活に

支障のある高齢者の生活基

盤が安定するようお手伝い

するなど、高齢者が安定し

た日常生活を送れるように

支援します。

充実した介護か受けられるように

表6 主な保健福祉サービスの目標水準（平成12年）

サービス/対象者
寝た きり老 人 痴呆性老 人 虚 弱 老 人

平 成12年 までの 整備 目標

(現　 状) →(平 成12年)

健　　 康　　 教　　 育 開催回 数334 回→382 回

健　　 康　　 相　　 談 開催回数1,320 回→I ,363回

健康診査( 基本健康診査) 年｜回 年｜ 回 年｜回 受診率20.2 ％→35.0 ％

訪　　問　　指　　導

訪　問　指　導 年６回 年 ２回～３回 年 ２回～６回 保健婦 ３人→ ５人

訪 問 機 能 訓 練 年 ２回 年 １回～２回 年 １回～２回 理学療法士　１人→ ２人

機　　 能　　 訓　　 練 週｜ 回 週 １回 実施 スタッフ ５人→23人

訪　　 問　　 看　　 護 週２回 週 １回 看護婦（常勤換算） ４人→44人

ホ ー ム ヘル プ サ ー ビ ス 週２回 ～５回 週 １回 週｜回 ～４回 ホームヘルパー‾34人→178人（常勤換算）

移　　 動　　 入　　 浴 週 １回 週２回 委託方式の充 実

デ　 イ　 サ　 ー　ビ　 ス 週 ２回 週 ２回～３回 デイサービスセンター４ヵ所→12ヵ所

シ　ョ　ー　ト　ス テ イ 年 ８回 ～12回 年 ４回～12回 年 ４回 ～６回 ショートステイ専 用床46床 →83床

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 床数330 床→492 床

老　 人　 保　 健　 施　 設 床数96 床→193 床

在宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 施設数 ｏ力所→12ヵ所

新 規 サ ー ビ ス

新デイサービス(ふれあい) デイサービスセンターo 力所→12ヵ所

給 食 サ ー ビ ス 未実施　　　 → 実施

高齢になっても住み慣れた場所

で生活したいと希望する人が多い

ので、自宅で安心し･て生活できる

ように、介護サービスの充実を図

ります。

高齢者と介護者がともに満足で

きるような介護支援サービスを、

市や地域、民間、ボランティアな

どが一体となって提供します。

社
会
基
盤
が
整
備
さ
れ
た

社
会
を
つ
く
る
た
め
に

１
～
５
の
目
標

を
実
現

す

る
た

め

に
は
、
ハ
ー
ド
と

ソ

フ

ト
の
両

面

か

ら
総

合
的

に
社
会

基
盤

を
整
備

す

る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

高
齢

者

が
安

心

し
て

家
庭

の
内
外

で

行
動

を
広

げ

ら

れ
る
よ

う

に
、

福

祉
的
視
点
に
立
つ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
り
、
在
宅
介
護
が

難
し
い
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
を
整
備
す
る
ほ
か
、

情
報
の
整
備
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
福
祉
公
社
の
育
成
・
支

援
・
充
実
を
進
め
ま
す
。

６

１

２

３

４

５



くし、子供もいないので。

ひとり暮らしをしていま

す。収入はＣさん本人の

年金だけ。健康面でも、

最近はめっきり足腰が弱

くなり、外出の際には付

き添いを必要とするよう

になりました。また、食

事の支度も、一人で毎日

行うのは難しい状態にな

ってきました。

家庭で寝たきり状態の人を

対象に、主治医の指示を受け

て看護婦が定期的に家庭を訪

問し、健康チェックや介護の

仕方などの相談や助言を行い、

快適で安心できる生活を送れ

るようにします。

そ ん な Ｃ さ ん に ふ さ わ し い サ ー ビ ス メ ニ ュ ー は …

Ｃさんは、週に３回の食事サービスと

週に４回のホームヘルパーの派遣、週に

２回のデイサービスを受けられるほか、

必要があれば週に１回の機能訓練も受け

られます。

また、緊急時に備えて、自宅に緊急通

報装置も設置できます。

家
庭
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
専
門
家

に
よ
る
介
護
等
の
相
談
や
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
総
合

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
連
絡
と

調
整
を
行
う
施
設
で
す
。

今
年
中
に
最
初
の
施
設
が
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。
最
終
的
に
は
十
二
ヵ
所
の
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
Ｃ
さ
ん
の
ケ
ー
ス

家庭で療養している人や退

院して療養を始める人、痴呆

のあ る人を対象に、健康を保

持し、機能を回復するため、

保健婦・歯科衛生士・理学療

法士・栄養士が家庭を訪問し、

相談や助言を通じて快適で健

康な生活を送れるようにしま

す。

はこれといった病気はありませんが、年齢的なこともあってご

主人の世話をすることが難しくなってきました。

子供は３人いますが、既に結婚して他県に住んでいるので手

助けを期待するのは難しい状況です。

そんなＢさん夫妻にふさわしいサービスメニューは…

Ｂ さ んは 、週 に４ 回の ホ ー

ム ヘル パー の派 遣と 週に１ 回

の 移動入 浴 が受 けら れる ほ か、

週 に２ 回の 訪問 看護 を受 けら

れ ます。

また、 年 に12 回のショ ート

ステ イも 利 用でき ま すの で、

奥さ ん の介 護の負 担 が軽 減さ

れ ます。

入
院
治
療
を
す
る
必
要
は
な
い
が
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
寝

た
き
り
状
態
に
な
っ
た
高
齢
者
な
ど
が
、
自
宅
に
戻
っ
て
自
立

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
医
学
的
な
管
理
の
も
と
で
介
護

や
機
能
訓
練
、
必
要
な
医
療
を
行
っ
た
り
、
日
常
の
お
世
話
を

す
る
施
設
で
す
。

現
在
、
市
内
に
九
十
六
床
あ
り
ま
す
が
、
百
九
十
三
床
に
増

や
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
た
り
暮
ら
し
の
Ｂ
さ
ん
夫
妻
の
ケ
ー
ス

老
人
保
健
施
設

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

訪問看護 訪問指導

さんは、90歳。

10年前に夫を亡
Ｃ さん夫妻は、ふたりとも75歳。ご主人は半年前の病気

が原因で、寝たきりの生活を送っています。奥さんに
Ｂ

デイサービス

日常生活に支障のある高齢者を

デイサービスセンターに送迎し、

給食・入浴・日常動作訓練などの

サービスを提供します。

現在、市内に４ヵ所のデイサー

ビスセンターがありますが、12カ

所に増やすことを目標にしていま

す。

サンプル

ケース

さんは一人で生活していました

が、脳梗塞(こうそく)を起こしたので、１年前から一

近所に友達のい

ないＡさんは、息

子夫婦が共稼ぎを

していることもあ

って、日中は毎日

一人で過ごしてい

ます。

人息子の家族と同居しています。早期治療を受けることができ

たので、右半身に軽い障害が残っているものの、近所ヘー人で

外出もでき、日常生活にはあまり支障はありません。

Ａ 家
族
と
同
居
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス

そんなＡさんにふさわしいサービスメニューは…

Ａさんは、週に４回のふれあいデ

ィサービスを利用し、ほかの高齢者

と交流を深めることができます。息

子さん夫妻も安心して仕事に打ち込

めます。

健康面でも、訪問指導や、必要があ

れば日常生活のための機能訓練を週

に１回受けられます。

人

が
明

る

い
生

活
を

送
れ
る
よ

う

に
、

特
に

健

康
管

理
面
に
配

慮
し
て

い
ま
す

。

現

在
、
市
内

に
五
ヵ

所
（
三

百
三

十
床
）
の

特
別

養
護
老
人

ホ
ー

ム

が
あ
り

ま
す

が
、
四
百

九

十
二

床
に
増

や
す

こ
と
を
目

標

に
し

て

い
ま

す

。 心
身
に
障
害
が
あ
る
の
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
が
、
家

庭
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
入
所
施
設
で
す
。
入
所
し
て
い
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
病
気
や

冠
婚
葬
祭
、
介
護
疲
れ
な
ど
で
一
時
的
に
高
齢
者
の
介
護
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
施
設
で
短
期
間
お
預
か
り
す
る

制
度
で
す
。

現
在
、
市
内
に
専
用
ベ
ッ
ド
は
四
十
六
床
あ
り
ま
す
が
、
八

十
三
床
に
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

「必要な時に　必要な人が　必要なサービスを」受けられ

るように、きめ細やかなサービスパターンを用意しています。

どんなサービスを用意するかを決めるにあたっては、身

身状況や本人の意向など、高齢者のさまざまな実態を把握

したうえでサービスを必要としている人に対して十分な支

援ができるように、多様なパターンを設定しました。

今回ご紹介するサービスのほかにも、いろいろサービ

スがあります。

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者
が
い
る
家
庭
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事
や
介
護
な
ど
の
日
常
生
活
の
お

世
話
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

現
在
、
三
十
四
人
（
常
勤
換
算
）
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
1
2年
ま
で
に
百
七
十
八
人
の
体

制
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

きめ細やかな

パターンをを用意



監査結果の
公表

４月から６月にかけ、

赤圦（いり）樋門付近で

は、江戸川から坂川に上

ってく るコイの大群が

見られます。川底をコイ

が埋めつくす光景は圧

巻でした。

夏真っ盛りに北松戸

の新坂川に行くと、シオ

カラト ンボやギンヤン

マ等々、いろいろな種類

のトンボがいっぱい。楽

しいですよ。

松

戸
市
監
査
委
員

加
藤
光
治

原
島
康
廣

渡
辺

昇

湯
浅
和
子

［
定

期
監
査
］

Ｏ

監
査
の

対
象
＝
秘
書
課

、
す
ぐ

や
る
課
、
選

挙
管
理
委
員
会

事
務

局
、
広
聴
部
、
総

務
部
、
市
議
会

事

務
局
、
税
務
部
、
財
政
部
、
企
画

部
、

民
生
局
福
祉
部
、
同
厚
生
部
、
同
保

健
衛
生
部
、
収
入
役
室
、
市
民

部
、

経
済
部
、
農
業
委
員
会
事
務

局

Ｏ

監
査
対
象

事
項
＝
配
当
予

算
の

執
行
状
況
、
委
託

料
の
事
務
処
理

状
況
、
財
産
・
備
品
の
維
持
管
理
状

況
（
共
通
事
項

）
、
要
望

事
項
の

受

理
と

処
理

状
況

（
す
ぐ
や
る
課
）
、

市
民

セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況

、
財

政
的

援
助
に
係
わ
る

事
務
処
理
状

況
（
地
域
振
興
課
）
、
市
民

相
談
の

状
況
と

市
政
に

関
す
る
要

望
事
項

の
処
理
状
況
市
民
相
談
室
）
、
広

報
活
動
の
状
況
（
広
報

課
）
、
寄
附

受
入
れ
の

事
務
処
理
状
況

（
総

務

坂川の上流、富士川では１年を通して、いろい

ろな水鳥が訪れます。カモ・カモメ・シラサギ・

セキレイなどが川辺に集い､ 周辺の風景と相まつ

て、それはのどかなもの。

富士川は将来、北千葉導水の水路として、利根

川の水を江戸川に運んできます。そうなると鳥や

魚はもつと増えることでしょう。

今から楽しみです。

部
庶
務
課
）
、
諸
手
当

等
の

認
定
及

び
支
給
状
況
（
人
事
課
）
、
研
修
計

画
及
び
実
施
状
況

（
事
務
管
理
課
）
、

工

事
検
査
の
実

施
及

び
結
果
の

状

況
工
事
検
査
室
）
、
防
災
の
総
括

的

事
務
の

状
況
（
防
災
課
）
、
市
税

の
賦
課
・
調
定
及

び
収
納

状
況
（
税

制

課
・
’市

民
税

課
・

資
産
税
調
査

課
・
資
産
税

課
税
課
・
収
納
課
）
、

市
債
の
発
行

状
況
（
財
政
課
）
、
共

用
物
品
の

購
入
及
び
払
出
し

状
況

（

管
財
課
）
、
五
か
年
計
画
の

進
捗

及
び
策
定
状
況
（
企
画

課
）
、
将
来

の

交
通
計
画
の

状
況
（
交

通
計
画

課
）
、
文
化
施

設
の

進
捗
状
況
（
文

化

会
館
開
設
室
）
、
各
種
手
当
等
の

給
付
・
貸
付
け
状
況
、
扶
助
費
の
支

出
状
況
、
委
託

事
業
の

実
施

状
況

（
な
が
い
き
課
・
福
祉
事
務
所
・
援

護

課
・
し
あ
わ
せ

課
）
、
福

祉
施
設

の
管
理

運
営
状
況
（
な

が
い

き
課
・

し
あ
わ
せ

課
・
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・

町会 など30 団 体･550 人 が 参加し

て 、坂 川クリ ーン 作戦 が行 われ ま

し た。

ご みの 量は1.5七ト ラッ ク15台 分。

こ れに 刺激を 受け 、 新た に二 つの

市民 河川 愛 護団 体が 誕生し た のは 、

う れし い出来 事でし た。

この日は、新松戸北小学校の生

徒30人が、新松戸郷土資料館の大

井館長の指導で作った釣りざおを

使い､横六間川で釣りをしました。

釣りの後は、肉や野菜がたくさ

ん入った「特製なべ」を囲み、楽

しさとおいしさを満喫しました。

１　 細 かい 調理 クズも流 さな い。

台所 の 流し に は三 角コ ー ナ ーを

置き 、 三角コ ー ナ ーや排 水口 に は

「ろ 紙袋 」を 付け、 細かいご みも回

収し ま す。

２　食器やなべについた汚れも

流 さ な い 。

食器 や な べは 、 付着し た汚 れを

ふ き取 って から 洗い ま す。

３　 洗 剤 は き ち ん と 使 う。

洗 剤 は、 石け ん など 無リ ン の 洗

剤 をき ちん と 計量し て 使い ま す。

４　浄化槽は定期的な点
検や清掃をして適正に使
用する。

浄化槽は微生物の働きで

し尿等を分解する装置で す。

微生 物の働きを良好にす

る には定 期的な保守点検が

必要です。

自然のままに

大清水の湧水を復元し、

周辺の自然環境を守 る会

代表 高 橋　 宏 さん

小
金
と
柏
市
・
酒
井
根
の
境

に
あ
る
坂
川
の
源
流
を
守
る
た

め
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ

て
つ

く
っ
た
会
で
す
。

こ
の
辺
り
の
湧
水
が
坂
川
と

な
っ
て
い

く
の
で
す
が
、
ホ
タ

ル
や
メ
ダ
カ
、
ク
チ
ボ
ソ
な
ど

が
生
息
し
て
い
る
ん
で

す
よ
。

私
た
ち
は
、
自
然
の
ま
ま
残

そ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

今
、
源
流
の
水
の
流

れ
を
良

く
す
る
た
め
、
手
作
り
で
水
車

を
作
っ
て
い
ま
す
。

みんなの力でできることから

■この水質ではこんな魚がすめます

坂川に清流を取り戻す会

会長 秋 山 淳 子 さん

西馬橋環境を守る会

会長 熊 谷　 亘 さん

身
近
な
坂
川
を
親
し
み
な
が

ら
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
昨
年

1
2月
に
、
栄
町
在
住
の
女
性
が

中
心
に

な
っ
て
設
立
し
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
家
庭
で
で

き
る
浄

化
対
策
を
徹
底
し
、
一
斉
清
掃

の
と
き
は
町
会
と
連
携
し
て
、

効
果
を
上

げ
て
い
き
ま
す
。

５

月
に
は
コ

イ
ノ

ボ
リ
百
匹

ほ
ど
を
坂
川
に
掲
げ
、
浄
化
Ｐ
Ｒ

を
し
ま
す
（
コ
イ
ノ
ボ
リ
を
募

集
中
）
。坂
川
流
域
す
べ
て
の
住

民
が
協
力
し
合
い
ま
し
よ
う
。

地
球
環
境

を
守
る
と
い
う
大

き
な
観
点
で
、
ま
ず
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

と
、
地
域
環
境
づ
く
り
を
目
的

に
昨
年
１
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

河
川
汚
染
の
主
な
原
因
は
、

家
庭
か
ら
の
雑
排
水
で
す
。
最

初
に
地
域
住
民
六
百
人

を
対
象

に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

来
月
３
日
に
は
新
坂
川
ク
リ

ー
ン

作
戦
を
行
い
、
周
辺
に
花

を
植
え
る
予
定
で
す
。

ＢＯＤ と は … …

微生物が水の中の汚れを水や二

酸化炭素に分解してきれいにする

のですが。その微生物が活動する

ためには酸素が必要です。

汚れが多いほど､必要な酸素の量

は多＜なり ます。

川の汚れは、このように､ 汚れを

分解するために必要な酸素の量で

測定します。

それをBOD  (生物化学的酸素妥

求量）といい、数値が大きいほど

汚れています。

ＢＯＤ数値 すめる魚の種類

2mg/fi 以下
ヤマメやイワナなど清流の魚がすめま

す。

3mg/e 以下
アユやサケ科の魚など、きれいな川の魚

が すめます。

5mg/fi 以下
コ イやフ ナな ど、比較的汚 れに強い魚が

すめます。

1Omg/0 程度 汚れに強いド ジョウならすめます。

20闥／口以上
川の 条件 によ っては、コイなどが すんで

いることもあり ます。

総
合
福

祉
会
館
）
、
国
民

年
金
印

紙

の
受
払
い

状
況
（
国
民
年
金
課
）
、

保
育

料
の
収
納
状
況

、
保
育
所
の

維
持
管
理

状
況
（
保
育
所
課
）
、
療

湊
費
及

び
高
額
療
養
費

等
の
支
給

状
況

、
国

民
健
康
保
険

料
の
収
納

状
況
（
国
民
健

康
保

険
課
）
、
こ

ど

も
の
遊
び
場
等
の
設
置
及
び
管
理

状
況
（
こ

ど
も
課
）
、
各
種
検
診
事

業
の

実
施
状
況

（
健
康

管
理

課
）
、

日

常
生
活
用

具
の

貸
与
及

び
給
付

状
況
（
お
せ

わ
課
）
、
健
康
増
進
セ

ン

タ
ー
等
の
利
用

状
況

（
健
康

増

進
セ
ン

タ
ー
・
保
健
衛
生
課
・
北
山

会
館
）
、
老
人
医
療
費
の

支
給
状
況

（
老
人

保
健
課
）
、
財
政
的

援
助
に

係
わ

る
事
務
処
理

状
況

（
保
健
衛

生
課
）
、
市
収
入
証
紙
の
出
納
保

管

状
況

、
有
価
証
券
等
の
保
管
状
況

（
収
入

役
室
）
、
住
民
実
態
調
査
の

状
況

吊

民

課
・
各
支
所
）
、
公
金

の
取
扱
い

状
況
（
市
民

課
・
各
支

所
・
安
全
課
）
、
証
紙
の
受
払
い
状

況
、
国
民
健

康
保
険
給
付
金
の

取

扱
い
状
況
（
市
民
課

・
各
支
所
）
、

交
通
安
全
施

設
整
備
事
業
の
実

施

状
況
、
財
政
的

援
助
に
係
わ
る

事

務
処
理
状
況
（
安
全
課
）
、
市
民
会

館

等
の
利
用
状
況

吊

民
会
館
・
各

支
所
）
、
各
種
補

助
金
の
交
付

状
況

（
商
工
課
・
震
政
課
）
、
中
小
企

業

融

資

預

託

金
及

び
融

資

の
状

況

（
商
工
課
）
、
消
費
生
活
に
関
す

る

相
談
・
苦
情
の
処
理
状
況
、
計
量
器

定
期

検
査
の
実
施
状
況

、
公

設
卸

売
市
場
の

管
理
運
営

状
況

（
消
費

生
活
課
）
、
各
種
防
除
事
業
の
実
施

状
況
、
農

業
振
興
資
金
の

融
資
状

況
（
農
政
課
）

ｏ

監
査
の

期
間
ａ

平
成
５
年
９
月

４
日

～
1
2月
2
4日

○

監

査
の

結

果
＝
監

査
の

結

果

は

、
お
お
む
ね
適
切

と
認
め
ら
れ

た

。

な

お
、
次
の
事
項
に
つ

き
配
慮

さ
れ
た
い

。

○
税
の
公

平
の

観
点
か
ら

適
正
な

課
税
に
つ
い
て

、
今
後
と

も
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。
吊

民
税

課
・
資
産
税
課
税

課
）

○
税
の
公
平
の

観
点
か
ら
適
正

な

課
税
客
体
の

把
握
及
び
評
価
に
つ

い
て

、
今
後
と

も
努
力
さ
れ
る
よ

う
要

望
す
る
。
（
資
産
税
調
査
課
）

○

収
納
率
の
向
上
に
つ
い

て
は

、

鋭
意
努
力
さ
れ
て
い

る
こ

と
と
思

料

す
る
が
、
今
後

も
よ
り

一
層
努

力
さ

れ
る
よ

う
要
望
す
る
。（
収
納

課
）

［
随

時
監
査
（

エ
事
監
査
）
」

Ｏ

監

査
対
象
工
事
＝
稔
台

側
溝
整

備
（
そ
の

二
）
工
事
、
（
仮
称
）
和

名
ヶ
谷
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ

ー
搬
入

路
整
備
工
事
（
そ
の

Ｉ
）

○
監
査
対

象
事

項
＝
設
計
基
準
の

状
況

、
設
計
図
書
等
の
適
否

、
設
計

見
積
の

適
否
、
施
工

計
画
の

状
況
、

工

事
の
施
工

状
況
、
各
種

検
査
の

状
況

○
監
査
の
期
日

＝
平

成
５
年
幵
一
月

1
9日

○

監
査
の

結
果
＝
設
計
・
施
工
等

監
査

対
象
事
項
に
係

わ
る
監
査
結

果
は
、
お
お
む
ね
適
切
で
あ
り
、
特

に
指
摘

す
べ
き
事
項
は
見

受
け
ら

れ
な
か
っ
た

。

※
本
工

事
監
査
は
、
工

事
の

技
術

的
観
点
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

た
め
、

社
団
法
人
日
本

技
術
士

会
に
専
門

技
術
士
の
派
遣

を
依

頼
し
て

、
設
計
図
晝
等
の

審
査

及
び
現
場
の

実
地
調
査
を
行

っ

た
。

日

常

生
活
の
道
し
る
べ
に

市

民

相

談

室

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

当日は、市職員が各家庭を回り、薬剤

を通風口から散布しますので、通風口の

周りに物を置かないようにお願いします。

固生活環境課環境衛生係

平
成
６
年
３
月
１
日

平

成
５

年
度
の
定

期
監
査
及

び

随
時
監
査
（
工

事
監
査
）
結
果
の
概

要
を
、
次
の
と

お
り
公

表
し

ま
す
。

記

床 下 薬 剤

散布(4月分)

※
雨
天
中
止
の
場
合

は
全
日

程
終
了
後
に
実
施
し

ま
す
。

2
8附

2
7團

2
6㈲

2
5側

2
2廁

割
附

卵一
團

1
9㈲

1
8側

1
5廁

1
4困

1
3團

1
2関

1
1目

８
廁

７
困

６
伽

５
㈲

４
回

４
／
１
應

期

日

久
保
平
賀
・
小
金
き
よ
し
ヶ
丘
・（
き
よ
し
ヶ
丘
教
職
員
住
宅
）

小

金

上

甼

小

金

中

町

・

小

金

下

町

・
（

小

金

宮

元

町

・

小

金
八

坂

町

・

小

金
本

町

）

小
金
上
総
町
・
小
金
清
志
町

ニ
ツ
木
第
一
・
第
二
・
（
あ
じ
さ
い
）

栗
ヶ
沢
・
小
松
園
自
治
会

東
平
賀
・
東
平
賀
城
町
・
根
木
内
城
山

平
賀
・
殿
平
賀

幸
田
・
東
平
賀
北
・（
幸
田
富
多
葉
）

中
金
杉
・
殿
平
賀
南

小
金
原
三
丁
目
・
五
丁
目

小
金
原
八
丁
目
・
九
丁
目

小
金
原
七
丁
目
東
・
西
・（
小
金
原
六
丁
目
）

小
金
原
一
丁
目
・
四
丁
目

很
木
内
・
小
金
原
二
丁
目

八
ヶ
崎
福
寿
台

八
ヶ
先
〈
子
安
神
社
よ
り
西
側
〉

八
ヶ
崎
〈
子
安
神
社
よ
り
東
側
〉

八
ヶ
崎
新
町
・
中
根

三
ヶ
月
・
龍
房
台

幸
谷

散

布

町

会
・〔
自
治
会
〕

（
　

）
は
午

後
に

実
施

江戸川／栗山浄水場取水口 国分川／松戸大橋

坂 川 ／ 赤 圦 樋 門

新坂川/さかね橋 市内河川の水質は？

水鳥が訪れる一富士川－

トンボの見本市 川底を埋めるコイの
大群

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
中
は
、
歩

い
て
見
て

回
る
こ
と

が
多
い
た

め
、
車
で
通
り
過
ぎ
る
だ
け
で

は
気
付
か
な
い
、
さ
ま

ざ
ま
な

生
き
物
を
見
つ

け
る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

こ

の
コ

ー
ナ

ー
で
は

、
小
さ

な
出
会
い
を
紹
介
し
ま
す
。

生き物

発見

昨年の行事から

市内河川では、楽しいイベントも開かれました

水都市まつど50 ・ 夏の祭典

市制50周年記念行事の夏のイベ

ントとして、江戸川でイカダ下り

レースや、ジェットスキーの試乗、

カヌー教室などが行われ、約４万

人が水とふれあいました。

8

/

1

11/

28

横六間川の子供釣り大会

川
で
遊
ぶ
の
っ
て
最
高
だ
ね

河川 直接 浄化 施設 の 設置 流域下水道の整備

河川の 監視 合併処理浄化槽の促進

川
を
守
る
人
た
ち

生
ま
れ
て
い
ま
す

み ん な で で き るこ と
こうして、みんなで力を合わせれば、き

つときれいな川が復活できるはずです。

川をきれいにするために
市・県・国がしていること

よ
み
が
え
れ
坂
川

ご
協
力
あ
り
が
と
う

10

/2

4

5/

30

坂川クリーン作戦

「ごみゼロデー」に合わせて、

建 設業 協会 や 青年 会議 所など の協

力 を得 て、 坂川 に 捨てら れ た自 転

車 ・バ イク83 台 を 撤去し まし た。

あ まり の数 の多さ にび つく り 。

川底の自転車、バイクを撤去

市民の皆さんが積極的に取り組んだ活動です

昨年の行事から

「川をきれいにする条例」が施行され

て、約１年がたちました。市の河川巡

視員も、積極的に市内河川を見回って

います。

このページでは、汚れている市内河

川の現状と、ふるさとの川を取り戻す

ために、立ち上がった市民の皆さんを

紹介します。　　　　　　　　　　 。。

あなたにもできることがあるはす

です。

黷景観担当室

川をきれいにする推進本部

これは、ひどい ／

ふるさとの川

ウォッチング

ヘドロの除去



八
柱
さ
く
ら
祭
り

日

時
・：
４

月
２

日
出

正

午

～
飛
ｔ

８

時
、
３
日
聞

午
前
1
0

時
に

午
後
７
時

会
場
・：
新
京
成
八
柱
駅
か
ら

五
香
駅
ま
で
の
間

内
容
・：
各
種
パ
レ

ー
ド
な
ど

蠢
と
き
わ
平
桜
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
昔
8
8－
9
3
6
7

番

六
実
六
高
台
桜
ま
つ
り

咲
き
誇
る
桜
は
春
の
代
名

詞
。
松
戸
の
春
を
彩
る
桜
ま
つ

り
が
、
市
内
の
三
つ
の
会
場
で

行
わ
れ
ま
す
。

桜
吹
雪
の
舞
う
ト
ン
ネ
ル

で
、
友
達
や
ご
家
族
と
一
緒
に
、

春
を
謳
歌
(
お
う
か
)
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き
わ
平
桜
ま
つ
り

日

時
…
４
月
９
日
出
・
1
0日

囲
、
午
前
９
時

～
午
後
６
時

会
揚
…
六
実
桜
通
り

内
容

…
音
楽
パ
レ

ー
ド
・
山

車
（
だ
し
）・
み
こ
し

行
列
な
ど

閲
六
実
連
合
町
会
・
石
井

容
8
7

－
2
0
2
6

番

日

時

…
４

月

２

日

出

【
雨

天

の

場

合
は

３

日

㈲
】

午

前
一
1
1
1
1

一
時

～

午

後
４

時

会
場
…
新
京
成
電
鉄
八
柱
駅

前

ロ

ー

タ
リ

ー
か

ら

棧

橋
ま

で

内
容
…
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏

、

鼓

笛

隊
パ
レ

ー

ド
な

ど

閲

八

柱

さ
く

ら

祭

り

実

行
委

員

会

・

三

好
a
8
5
－
0
3
0
3

番

高
等
学
校
就
学
の

修
学
資
金
・
奨
学
金

経

済

的
な

理

由
で

子

供

を

高

等

学

校

等
に

就

学

さ
せ

る
こ

と

が

困

難
な

保

護

者
に

、
修

学

資

金

・

奨

学
金

を

給

付
し

ま

す

。

支
給
額
（
月
額
）
…
公
立
高

校
（
一
・
二
年
生
）
八
千
二
百

円

、
（
三

年
生

）

七
千

四

百

円

、

私

立

高
校

（
全

学

年

）
　一

万

五

千

円
　
「

平
成

５

年

度

実

績
」

対
象
…
①
経
済
的
理
由
で
子

供

を

高
等

学

校

等
に

就
学

さ
せ

る
こ

と

が
困

難

な

保

護
者

②
保

護

者

が
引

き

続

き

一

年
以

上

市

内
に

居
住

し

て
い

る
こ

と

③

成

績

良

好
で

健

康

な
こ

と

④
学

校

施
設
を
利
用
す
る
と
き
の

申
請
書
の
押
印
を
廃
止

市
の

施
設

を
利
用
す
る

際

に
は

、
使
用

申
請
書
に

皆
さ
ん

の
署
名
・
押
印
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
吻
か

ら
押
印
が
要
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ハ
ン
コ
を
持
ち
歩
く
煩
わ
し

さ
を
な
く
し

、
よ
り
気
軽
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

申
請
時
の
押
印

が
要
ら
な
く

な
る
施
設
は
下

表
の
と
お
り
で

す
が
、
一
部
の

申
請
書
に
つ
い

て
は

従
来
ど
お
り
押
印
を
お
願

い

す

る
も

の

も
あ
り

ま

す
の

で

、
詳
し
く
は
各
施
設
に
問
い

合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

固

事
務
管
理
課

教
育

法
に

よ

る
高

等
学

校
等

[
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

盲
学
校
・
覬
（
ろ
う
）
学
校
・

養
護
学
校
の
高
等
部
、
学
校
法

人
の
設
置
す
る
専
修
学
校
の
高

等
課
程
]
に
在
学
し
て
い
る
こ

と
⑤
法
令
そ
の
ほ
か
に
よ
り
、

類
似
の
学
資
給
付

を
受
け
て
い

な
い
こ

と

申
請
…
４

月
４
日
興
～
2
8日

團
「
土
・
日
を
除
く
」
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５

時
の
間
に

直

接
援
護
課
へ

申
請
に
必
要
な
も
の
・：
①
認

め
印

②
修
学
資
金
・
奨
学
金
交

付
申
請
書
と
家
庭
状
況
調
書
③

成
績
証
明
書
（
在
学
学
校
長
ま

た
は

、
出
身
中
学
校
長
の
発
行

の
も
の
）
④
推
薦
書
（
在
学
学

校
長
ま
た
は
、
出
身
中
学
校
長

発
行
の
も
の

）
⑤
在
学
証
明
書

⑥
住
民
票
（
家
族
全
員
の
も
の
）

ま
た
は
、
外
国
人
登
録
済
証
明

書
⑦
平
成
５

年
分
の
源
泉
徴
収

票
と
最
新
の

給
与
明
細
書
「
自

営
業
者
は
平

成
５
年
分
の

所
得

証
明
書
ま
た
は

確
定
申
告
書
の
。

写
し

」
（
勤

労

者

全

員

の

書

類
）
、
そ
の
ほ
か
、
世
帯
の

あ
ら

ゆ
る
収
入
の
分
か
る
書
類
⑧
振

込
指
定
金
融
機
関
の
通
帳
の
表

紙
の
コ

ピ
ー

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人

も
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

書
は
援
護
課
・
市
民
課
・
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。

茴
援
護
課
援
護
係

施 設 名 電話番号 施 設 名 電話番号

勤労会館 65-9666 常盤平児童福祉館 87-3320
市民会館 68-1237 白 井聖地公園(休憩室) 0474-97-0881
森のホール21 84-5050 林間学園 学務課66-7457
ユーカリ交通公園 41-2707 青少年会館 44-8556
健康増進センター 65－5588 婦人会館 64-8778
北山市民会館・式場 87-5855 矢切公民館 68-1214
中央ゲートボール場 85-2660 市民劇場 68-0070
身体障害者福祉ｾﾝﾀｰ 68-1493 文化ホール 67-7810
総合福祉会館 68-1241 戸定歴史館・松雲亭 62－2050
母子福祉センター 68-1241 博物館 84-8181

保健センター
（中央) 66-ｱ485

（小金) 46-5601

スポーツ施設 スポーツ課63-9241

東部スポーツパーク 9卜0944
市民センター 地域振网課 クリーンセンター内

スポーツ施設
85-7100

老人福祉センター ながいき課

技
術
改
善
費
補
助
金
制
度

県
で
は
中
小
企
業
者
の
技
術

の
改
善
・

向
上
の
た
め
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
対
象

①
新
製
品
・
新
技
術
等
に
関
す

る
技
術
研

究
②
試
作
を
行
う
中

小
企
業
者
等
　

期
間
３

月
3
1日

困
ま
で
（
技
術
改
善
計
画
書
を

提
出
し
て

く
だ
さ
い
）

閲
県
商
工
労
働
部
工
業
課
指
導

係
酋
0
4
3
－
2
2
3
－
2
7
2
5

番

平
成
６
年
度

集
合
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い

犬
は

、
毎
年
一
回
の
登
録
と
予

防
注
射
が
必
要
で
す
。

費
用
一
頭
五
千
二
百
円
（
釣

り
銭
の
な
い
よ
う
に

ご
用
意
く

だ
さ
い
）

※
当
日
は
ふ
ん
の

後
始
末
が
で

き
る
よ
う
に
し
て

来
て

く
だ

さ
い
。

閲
生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

7 ８１に 沺洌４ 椢洌４ 謝刀４ 朕洌４ 憶測４ 膕爿４ 廁８／４ 附７／４ 閑６／４ Ｅ

小
金
原
公
園（
小
金
原
六
丁
目
）

常

盤

平

金
ヶ

作

公

靂
（

常

盤

平

三

丁

目

）

六
実
支
所
（
六
高
台
三
丁
目
）

二
十
世
紀
公
園
（
二
十
世
紀
が
丘
梨
元
町
）

新
松
戸
南
公
園（
新
松
戸
南
二
丁
目
）

栄
町
第
一
公
園（
栄
町
六
丁
目
）

栄
町
西
Ｅ
Ｔ
目
こ
ど
も
の
遊
び
場

北
仲
町
公
園（
仲
井
町
一
丁
目
）

相
川
公
園（
西
馬
橋
相
川
町
）

古
ヶ
崎
四
丁
目
こ
ど
も
の
遊
び
場

平
潟
公
圜（
松
戸
）

八
柱
霊
園

稔
台
第
七
こ
ど
も
の
遊
び
裾

東

部
ス

ポ
ー

ツ

パ

ー

ク
正

門
（

高

塚

新
田

）

福
祉
驅
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院
入
口
（
高
塚
新
田
）

ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
隣
り
広
場
(
小

金
原
一
丁
目
)

ひ
ば
り
公
扈（
小
金
原
九
丁
目
）

中
和
倉
公
園

二
三
ヶ
丘
公
園
（
三
ヶ
月
）

小

金
公

圜
（

小

金

き
よ

し
ヶ

丘

二

丁

目

）

新
松

戸

第

一

公

園
（

新

松

戸

」
丁

目

）

中
金
杉
公
園
（
中
金
杉
二
丁
目
）

新
松

戸

中

央

公

園
（

新

松

戸

六

丁

目

）

花
之
台
公
園
（
上
本
郷
）

稔
台
公
園

市
役
所

八
ヶ
崎
子
安
神
社

干
駄
堀
集
会
所

常

盤

平

公

園
（

常

盤

平

衛

生

処

理

場

協

）

か
ぶ
と
公
園（
牧
の
原
二
丁
目
）

六
実
ふ
れ
あ
い
公
園
（
五
香
六
実
）

北
丘
第
二
公
園（
五
香
六
実
）

松
飛
台
会
館

串
崎
公
園（
串
崎
南
町
）

南
部
小
学
校（
小
山
）

新
萩
公
園（
三
矢
小
台
五
丁
目
）

中
矢
切
香
取
神
社
吊

立
矢
切
小
学
校
前
）

旭
ヶ
丘
第
三
公
圜
（
岩
瀬
）

実

施

会

場

午
後
４
時
1
0分
～
５
時
3
0分

午
後
１
時
5
0分
Ｓ
３
時
1
0分

午
前
1
0時
5
0分～
午
後
1
2時
1
0分

午
前
８
時
2
0分
～
９
時
4
0分

午
後
１
時
佃
分
～
２
時
4
0分

午
前
1
1時
2
0分
～
1
1時
5
0分

午
前
1
0時
2
0分
～
1
0時
5
0分

午
後
２
時
2
0分
～
２
時
5
0分

午
後
１
時
1
0分
～
１
時
4
0分

午
前
1
0時
4
0分
～
1
1時
5
0分

午
前
９
時
3
0分
～
1
0時

午
後
２
時
1
0分
～
３
時

午
後
１
時
1
0分
～
１
時
3
0分

午
前
1
1時
2
0分
～
1
1時
5
0分

午
前
1
0時
2
0分
～
1
0時
5
0分

午
後
２
時
1
0分
～
２
時
4
0分

午
後
１
時
1
0分
～
１
時
4
0分

午
前
1
0時
5
0分
～
1
1時
5
0分

午
前
９
時
5
0分
～
句
時
2
0分

午
後
２
時
2
0分
～
３
時

午
後
１
時
1
0分
～
１
時
4
0分

午
前
1
0時
4
0分
～
1
1時
5
0分

午
後
３
時
5
0分
～
５
時
2
0分

午
後
１
時
3
0分
～
２
時
5
0分

午
前
1
0時
4
0分
～
正
午

午
前
８
時
1
0分
～
９
時
4
0分

午
後
２
時
2
0分
～
３
時
2
0分

午
後
１
時
2
0分
～
１
時
5
0分

午
前
1
1時
2
0分
～
1
1時
5
0分

午
前
1
0時
2
0分
～
1
0時
5
0分

午
後
２
時
1
0分
～
２
時
4
0分

午
後
１
時
1
0分
～
１
時
4
0分

午
前
1
0時
4
0分
Ｓ
竹
時
5
0分

午
前
９
時
4
0分
～
1
0時
1
0分

午
後
２
時
2
0分
Ｓ
３
時
1
0分

午
後
１
時
1
0分
～
１
時
4
0分

午
前
1
1時
～
1
1時
5
0分

午
前
扣
時
～
1
0時
2
0分

時
　
　
　
　

間

Ｏ
すまし施実に日期延再は合場だつなに止中も日期延に日期延の記下は合場だつなに止中

ｏ
すまりなに止中も後午は合場の止中で雨が中前午※

Ｊ５ Ｊ５ 脯刈

一

５
鯏１Ｗ 刑洌５ 6 ９刀５ 5 ８洌５ 掴１Ｗ 謝洌５ 悃眉５ 日期延

日５／６ 圀３／６ 困２／６ 團１／６ 図Ｊ５ Ｊ５ Ｊ５ Ｊ５ 作５ Ｊ５ ｀

春を桜花！満開もうすぐ
３会場で桜まつり

※いずれの会場も、期間中の歩行者

天国内で交通規制を実施します。

※駐車場はありません。周辺一帯は

駐車禁止ですので、電車やバスで

おいでください。

※ごみは各自持ち帰ってください。

交通規制とお願い
ときわ平桜まつり

六実六 高台 桜まつり 八柱 さくら祭り

-
受
け
付
け
は
４
月
４
日
か
ら
-

ハ
ン
コ
は
い
り
ま
せ
ん

春爛(らん)漫のなか行われる桜まつり



引っ越しの季節

住
所
の
異
動
・
戸
籍
の
届
け
出
な
ど
は

便
利
な
支
所
を
利
用
し
ま
し
よ
う

３

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
転
勤
や
入
学
・
卒

業
な
ど
、
人
の
動
き
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
市
民
課
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
市
で
は
皆
さ
ん
に
不
便
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う

に
、
市
内
八
ヵ

所
に
支
所
を
設
置
し
て
い
ま
す

。

支
所
で
も
市
民
課
と
同
様
に
、
転
出
・
転
居
な
ど

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

他

の

市
区

町

村

か

ら
引

つ

越

し
て

き

た
と
き

の
届

け
出
で

す

。

松

戸

市
に

住

ん
で

か
ら

十

四

日

以

内

に

、
前

に

住
ん

で

い

た

市

区

町

村

発

行
の

「
転

出
証

明

書
」

を

持

参
し

て

、

届
け

出

て

く

だ

さ

い

。

そ

の

ほ

か

、
国

民

年

金
に

加

入

し

て

い

る
人

は

年

金

手
帳

、

国
民

健

康

保

険
に

加

入

す
る

人

松
戸
市
か
ら

、
ほ
か
の
市
区

町
村
に
引
つ
越
し
を
す
る
と

き

の
届
け
出
で

す
。

新
し
い
住
所
の
表
示
を
確
認

し
て

、
転
出
予
定
日
の
間
近
に

手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

新
年
度
（
平
成
６

年
度
）

予
算
は
、
３
月
１
日
に
召
集

さ
れ
た
市
議
会
に
お
い
て
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
は
、
す
べ
て
の

市
民

の

皆
さ
ん
に

直
接
関
係
あ
る

事
項
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会

計
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保

険
な
ど
六
つ
の

特
別
会
計
、

水
道
事
業
お
よ

び
市
立
病
院

と
東
松
戸
病
院
の
費
用
を
予

算
化
し
た
病
院
事
業
の
二
つ

松
戸
市
内
で
住
所
が
変
っ
た

と
き
の

手
続
き
で

す
。

新
し
い

住
所
に
移
っ
て
か
ら

十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い

。

転
居
す
る
人

が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は

、

被
保
険
者
証
も
お
持
ち
く
だ
さ

い

。

以
上
の
届
け
出
は
、
本
人
ま

た
は
世
帯
主
、
も
し
く
は
そ
の

家
族
の
人
が
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
住
所
異
動
に
伴

う
手
続
き
に
は
、
学
校
・
児
童

手
当
・
清
掃
（
く
み
と
り
）
・
老

人
保
健
・
国
民
年
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

問
市
民
課支所の主な業務と

お近くの支所案内図

の
企

業
会
計
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
総
予
算
は
、

一
千
六
十
八
億
八
千
万
円
で

前
年
度
（
平
成
５

年
度
）
に

比
し
、
亘

二
十
一
億
円
の
減

額
、
率
に
し
て

Ｉ
〇
・
九
％

の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
の
中
で
増
額
と
な

っ
た
の
は
、
国
民
健
康
保
険

会
計

と

老
人

保
健

事

業
会

計
、
そ
れ
に

浄
水
場
の
施
設

苦しい財減の中で、福祉関係

に重点を置いて予算編成しま

した。

改
良
と
老
朽
管
等
の
配
水
管

敷
設
替
工

事
費
を
盛
り
込
ん

だ
水
道
事
業
会
計
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
と

老
人
保

健
事
業
に
つ

い
て
は

、
松
戸

市
も
徐
々
に
高
齢
化

が
進
み

医

療

給

付

費

等

が
増

え
て

い

る

か

ら
で

す

。

さ
て

、

皆

さ
ん

と

関

係
の

深
い

一

般

会

計
に

つ

い

て

述

べ
て

み

た

い

と

思
い

ま

す

。

な

ぜ
、
対

前
年

度

比
で

Ｉ
〇
・

九
％

も
減

と

な

っ
た

の

か

、

常盤平支所Q87-2131

松
戸

駅
と
各
支
所
に
は
、

休
日

や
梭
問
で
も
住
民
粟

の
写
し

や
戸
籍
謄
妙
本
が

請
求
で

き
る
、
休
日
夜
間

受
付

ボ
ッ

ク
ス
を
配
置
し

て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ

さ
い
。

と
不
思
議
に

思
わ
れ
る
方
も

多
い
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
原

因
の

第
一
は
、
何
と
い
っ
て

も
現
在
の
不
況
に
よ
る
市
税

の

大
幅
な
落
ち
込
み
に
あ
り

ま
す
。
普
通
の
年
な
ら
三
十

億
円
位
は
市
税
収
入
は
伸
び

て

い

た
に

も
か

か

わ

ら

ず

、

平

成

５

年

度
に

お

い
て

、

税

収
の

伸

び

が

無
に

等

し

か
っ

た

上

に

、
６

年
度

は

さ

ら
に

十
五

億

円

も

市

税
の

落

ち
込

み

が
見
込
ま

れ
た

か
ら
で

す

。

さ
ら

に

平

成
５

年
度

は

、

小金支所041-5101
１ ・住 所・戸籍の届け出

２・住民 票・戸籍謄本 ・抄本 の写し の交付

３・印 鑑登録・印鑑証明書の 交付

４・固定資産税の課税 証明 ・所得証明などの 税証明の交付等

５・国民 健康保 険・国民年金 ・小中 学校の転編入学・児童手当・市

民 交通傷害保険 ・し尿 のく み取り の手 続き

第

四

次

総

合
五

か

年
計

画

の

最

終

年

度
で

も
あ

り
、
ま

た

、

市

制

施

行

五
十

周

年

事
業

と

し

て

さ

ま

ざ
ま

な

大
型

事
業

の

仕
上

げ
の

年
で

も

あ
り

、

そ

れ
ら

の

予

算
化

に

努
め

た

か
ら

で

す

。

（ ５番の業務 につい ては一部できないも のもあり ますので、

詳しく は担当課へお問い 合わせく ださい。　　　　　　　

）

馬橋支所S45-2131六実支所Q85-0113小金原支所S44-4151

体
育
大
会
開
催
の
た
め
の
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
改
修
事

業
、
高
塚
の
福
祉
医
療
セ
ン

タ

ー
東

松
戸

病

院
建

設

事

業
、
二
十
一
世
紀
の
森
と
広

場

開

園
に

伴
う

整

備
事

業

等
々
の
大
型
事
業
が
あ
っ
た

難
し
か
っ
た
新
年
度
の
予
算
編
成

例

え

ば
、
文

化

会

館
（
森
の

ホ

ー
ル
2
1
）
建

設

事

業
、
千

葉

大

学

農

場

跡

地

購

入

事

業

（
完

成

す

れ

ば
柿
ノ

木

台

公

園

と

一

体
化

し

ま

す
）
、
北

小

金
駅

前

再

開

発
事

業
、
今

年
、

松

戸

市

を

中

心
と

す

る
県

民

か
ら
で

す
。
こ

れ
ら
の
事
業

遂
行
の
た
め
に
は
、
文
化
施

設
建
設
基
金
を
充
て

た
り
、

多
額
の
借
入
金
も
い
た
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
６

年
度
に

は
、
ご
み
問
題
を
解
消
す
る

東部支所O92-3061矢切支所S62-3181新松戸支所**43 ―5111

た
め
に
清
掃
工
場
完
成
に

向

け
て

、
引
き
続
き
多
額
の
予

算
を
計
上
せ

ざ
る
を
得
ず
、

地
元
と
お
約
東
し
た
各
種
利

便
施
設
等
（
屋
内
プ

ー
ル

、

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
集

会
施
設
等
）
を
予
算
化
し
た

ほ
か
は
、
ハ
ー
ド
事
業
か
ら

ソ
フ
ト

事
業
に
重
点
を
置
く

予
算
編
成
と
し
た
わ
け
で

す
。

例
え
ば
、
現
下
の

経
済
情

勢
に
対
処
す
る
た
め
、
中
小

企
業
対
策
と
し
て
の
融
資
預

託
金
お
よ
び
そ
の
利
子

補
給

金
の
大
幅
な
増
額
、
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院
に

設
置
す
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン

タ
ー
と
同
病
院
の
増
床
、

市
民
福
祉
の
向
上
を
願
っ
て

福
祉
公
社
を
設
立
す
る
た
め

の
出
損
金
お
よ
び
そ
の

運
営

補
助
金
、
老
人
・
身
障
者
等

に
対
す
る
住
宅
支
援
の
予
算

化
等
、
民
生
関
係
に
つ
い
て

は
苦
し
い
財
源
の
中
で

重
点

を
毆
い
た
つ

も
り
で
す
。

私
は
何
度
も
予
算
編
成
を

し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
ほ

ど
難
し
い
予
算
編
成
と
な
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

部
の

事
業

に
つ

い
て

は
、
使
用
料
、
手
数
料
等
の

値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し

た
が
、
極
力
努
力
と

工
夫
を
重
ね

、
最
小
限
に
と

ど
め
た
つ

も
り
で

す
。

詳
細
に
つ
い
て

は
、
議
会

審
議
終
了
後
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
事
情
ご
了

察
く
だ
さ
い

。

あ
な
た
の
健
康

子

宮
は
胎
児
を
育
て
分
娩
す

る
と
い
う
重
要
な
働
き
を
す
る

臓
器
で
す
。
こ
の
働
き
は
子

宮

を
構
成
す
る
筋
（
き
ん
）
が
弛

（
し

）
緩
し

た
り
、
収
縮
し
た

り
す
る
こ

と
に

よ
っ
て
営
ま

れ

ま
す
。
こ

の
子
宮
筋
の
中
に

、

筋
で

構
成
さ
れ
た
腫
瘤
（
り
ゅ

う
）
が
発
生
す
る
の
で
す
。

こ

の
腫
瘤
は

、
周
囲
の
子
宮

筋
を
圧
排
す
る
よ
う
に

増
殖
し

ま
す
。
形
は
ほ
ぼ
球
形

を
呈
し

ま
す
。
大
き
さ
は
い
ろ
い
ろ
で

す

が
、
女
性
性
器
に
発
生
す
る

腫
瘍
（
よ
う
）
の
中
で

最
も
多

く
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。

症
状
と
し
て
は
生
理
時
に
出

血
量

が
多
く
、
そ
の
た
め
に
貧

血

が
起
こ
り
ま
す
。
生
理
痛
も

普
通
の
人
よ
り
強
い
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。
こ
ぶ
し
大
以
上
の

大
き
さ
に

な
る
と
、
周
囲
の
臓

器
を
圧
迫
し

、
排
尿
障
害
等
を

起
こ

す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

子

宮

筋
腫

が
な

ぜ
発
生

す

る
の
か
と
い
う
こ

と
は
、
現
在

多
く
の
学
説

が
唱
え

ら
れ
て

い

て

、
ま
だ
確
か
な
こ

と
は
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し

、
生
理
が
始
ま
る
前

の
若
い
女
性
に
は
、
ほ
と
ん
ど

発
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た
、
生
理
が
な
く
な
る
閉

経
年
齢
を
迎
え
る
と
、
今
ま
で

あ
っ
た
筋
腫
が
、
小

さ
く
な
る

場
合
が
多
い
の
で

す
。

こ

れ
ら
の
こ

と
か
ら

、
エ
ス

ト
ロ

ゲ
ン

と
い

う
ホ
ル
モ

ン

が
、
子
宮
筋
腫
の
発
育
に
関
係

し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。子

宮
筋
腫
は
、
良
性
の
腫
瘍

で
す
の
で

、
一
概
に

は
い
え
ま

せ
ん
が
手
拳
よ
り
小
さ
い
場
合

や
、
症
状
の
な
い
と
き
は
治
療

の
必
要
は
な
い
で
し

ょ
う
。
し

か
し
、
定
期
的
に
一
年
に
一
回

は
診
察
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

最
近
で
は
、
生
理
痛
や
出
血

量
が
多
い
場
合
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
の

産

生

を
抑

制
す

る
薬

剤

を
、
鼻
孔
に
噴
霧
す
る
ホ
ル
モ

ン
療
法

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ
は

、
一
時
的
に
閉
経
期
の

よ
う
な
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
理

が
止
ま
り
子
宮
お
よ

び
筋
腫
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し

、
こ

の
治
療
法
は
や
め

れ
ば
元
に
戻
り
ま
す
の
で
、
医

師
と
相
談
し
な
が
ら

使
用
す
る

こ

と
が
大
切
で
す
。

根
治
的
に
は
外
科
的
な
手
術

療
法
と
な
り
ま
す
。
四
十
歳
以

上
で
妊
娠
を
望
ま
な
い
人
は
、

子
宮
を
全
部
切
除
す
る
手
術
法

が
良
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
卵
巣
は
悪
く
な
い

限
り
、
残
し
た
方
が
良
い
で
し

ょ
う
。
子
宮
を
摘
出
し
て

も
、

卵
巣
か
ら
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

あ
り

、
性
生
活
に

支
障
を
き
た

し
ま
せ
ん
。

子

供

が
欲
し

い
人

の

場
合

は
、
子
宮
を
残
し
て
筋
腫
の
み

を
切
除
す
る
手
術
法
も
あ
り
ま

す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

市長の窓

宮
間
満
寿
雄

原
因

治
療

子

宮

筋

腫

19

5

そ
の
他

転
居

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い

る
場
合
は
被
保
険
者
証
、
印

鑑
登
録
を
し
て
い

る
場
合
は
登

録
証
（
カ

ー
ド
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い

。

な
お
、
転
出
届
を
す
る
前
に
、

電
話
の

処
分
な
ど
を
済
ま
せ
て

お
き
ま
し

ょ
う
。
電
話
の
処
分

に
印
鑑
証
明
が
必
要
な
こ

と
が

あ
り
ま

す
。

転
出

で

、
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て

い
る
世
帯
に

転
入
す
る
人
は

、

こ
の
世
帯
の

被
保
険
者
証
も
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

転
入



ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
大
会

大 会 名 期 日 時 間 会 場 種 目 対 象 費 用 申し込み 問い合わせ

春期市民ソ
フ

ト テニス大会
4/17( 日)

午前８時30分

受け付け
９時開始

栗ケ沢
公園庭
球場

男女
Ａ・Ｂ・Ｃ・
Ｄ ラン ク 別
(国際ルール)

市内在住・在
勤･在クラブ･
在学者

1チーム
2,00(〕円

4/1 捌
までに
振込用
紙で

ソフト
テニス

連盟・
小倉
≪45―
0899番

ソフトテニス

春 期 ク ラ ブ
対　　　 抗

4/29 陶
男女ランク別
(国際ルール)

市内の
チーム

３組１チーム
として

1チーム
6,000円

4/8 宙
までに
振込用
紙で

ス
ポ
ー
ツ

″
み

ど

り

の

日

”
チ

ャ

リ

テ

イ
ミ
ッ
ク
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
・

ト

ー

ナ

メ

ン

ト
（

テ

ニ

ス

）

４
月
2
9
囗
㈲
[
予
備
日
５
月

８
日
回
]
午
前
９
時
開
始
　
会
場

松

戸
テ

ニ

ス

ク
ラ

ブ
　

費

用

一

組
五

千

円

〔
拊

ま
つ

ど

街
と

水

辺
の

緑

化

基

金
に

寄

付
し
ま

す
〕

※

職

業
マ

ー
チ

の

人

は

参

加
で

き
ま

せ

ん

。

圃
４

月
1
0
日

囲

必
着

で

、

申
込

用

紙

（
松

戸
テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ
で

配

布

）
に

明

記
し

、
持

参

ま

た

は

現

金
書

留
で

、
〒
2
7
1松

戸

市

上

矢

切

二
（

二

○
松

戸

テ
ニ

ス

ク
ラ

ブ
（
四
6
2－
3
0
4
7

番
）

へ

。

費
用

は

銀

行

振
込

も
可

。

〔
さ

く
ら

銀

行

松
戸

支

店
（
普
）

５
４

３
－
6
3
6
8
0
9

［
Ｄ

㈱

と
き
わ

松

戸
テ
ニ
ス

ク
ラ

ブ

］

松

戸

ユ

ー

カ

リ

ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

団

員

募

集

毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
か
ら

会
楊

栗

ヶ

沢

公

園

庭

球

場

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

対
象
小
学
三
年
生
以
上

巒
３

月
2
6日
出
午
後
２
時
か
ら

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
で
受
け
付

け閲
内
田

登
4
3－
3
5
5
1

番

な

ぎ

な

た

教

室

３
月
2
8
日
㈲
・
2
9日
㈹
午

前

1
0時
～
正
午
　

会
場

新
松
戸
西

小
学
校
体
育
館
　
対

象
小
学
三

年
生
以
上
五
十
人
　

費
用
無
料

圃一
３
月
2
6日
出
ま
で
に
、
電
話

で

な
ぎ
な
た
連
盟
・
野
口
容
4
5

－
0
4
1
0

番
へ

ス
ポ

ー
ツ
教
室

教 室 名 日　時 会 場 対 象 費 用 申し込み

インディアカ
教 室 （春）

4/14 ～5/19
の毎週木曜

日

（５／５を除く）
午後Ｚ時～９時

矢切小学
校体育館

一般市民
30人

無 料

3/22C 火)から
電話または直
接スポーツ課
( 運動公園内

B63-9241 番)
窓口へ

ソフト バレ ー
ボール教室

４／９～６／４
の毎週土曜日
午後ア時～９時

運動公園

体 育 館
中 学 生
以上40人

ミニバスケツトボール教室

4/10 ～5/29
の毎週日曜日

（5/22 を除く）
午後９時～11時

常 盤 平
体 育 館

小 学 生
40人

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

春

期

大

会４

月
1
0日
㈲
午
前
９
時
～
午

後
７

時
　
会
場

運
動
公
園
体
育

館
　
内
容
男
女
共
一
部
～
四
部

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　
費
用
登
録
者
千
二
百
円

、

未
登
録
者
千
五
百
円

圃
４

月
１
日
胞
必
着
で

、（

ガ

キ
に

ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
て
〒

2
7
1
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
－

八

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
・
長
谷
川

（
登
4
1－
7
9
2
5

番
）
へ

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

３

月
2
6日
出
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
青
少
年
会

館
樋

野
口

分

館
　

費
用

無
料

対
象
高
校
生
以

上
の
人
（
三
十

歳
未
満
の
青
少
年
優
先
）
　

定

員
先
着
二
十
人
　

持
ち
物
運
動

着
・
上
履
き

匣

電
話
で

青
少

年
会
館
本
館
酋

4
4－
8
5
5
6

番
へ

六
高

台

な

ぎ

な
た

教

室

４
月
３
日
～
５

月
―
日
の
毎

週
日
曜
日
（
計
五
回
）
午
前
1
0

時
～
正
午
　

会
場
ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
体
育
室
　
対
象
小
学
生

以
上
・
二
十
人
　

費
用
保
険
料

小
人
四
百
円

、
大
人
千
三
百
円

圃
３
月
2
6日
出
ま
で

に
、
電
話

で
な
ぎ
な
た
連
盟
・
竹
山
昔
8
4

1
g
）只
）ｎ
／`
ｇ
）
番
へ

初

心

者

カ

ヌ

ー
ス

ク

ー

ル

期

日

４

月

９

日

出
・
1
0日

㈲
・
1
6日

出
・
1
7日

㈲
・
2
3日

出
・
2
4日

四

の

う

ち

三

日

間

時
間
土
曜
日
は

午
後
２

時
～
４

時
、
日
曜
日

は
午
前
1
0時
～
正

午
（

十
五
分

前
に

集
合
）
　揚

所
古
ヶ
崎
付
近
の
江
戸
川
　

費

用
八
千
円

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
希
望
の
三
日
間
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
千
耿
堀

一
七
二
四
松
戸
市
カ
ヌ
ー
協
会
・

鹿
野
（
容
4
4－
0
7
5
1

番
）
へ

松

警

少

年

剣

友

会

会

員

募

集
毎
週
木
曜
日

午
後
５
時
1
5分

か
ら
と
土
曜
日

午
後
３

時
1
5分

か
ら

会
場
松
戸
警
察
署
剣
道
場

対

象
小
学
二

年
生
以

上
　
費
用

月
二
千
円

入

会
金
二
千
円
）

問
徳
永
容
6
5－
3
7
2
6

番

お
知
ら
せ

一

般

健

康

相

談

・

事

業

所

（

場

）
集

団

健

診

の

受

付

時

間

が
変

わ

り

ま

す

４
月
１
日

か
ら
、
一
般
健
康

相
談
＝
毎
月
第
一
・
三
・
四
月

曜
日
の
午
前
９

時
～
1
0時
、
事

業
所
（
場
）
集
団
健
診
（
要
予

約
）
＝
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

の

午
後
Ｏ
時
4
5分
に
受
付
時
間

が
変
わ
り
ま
す
。

※
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く

最
低
賃

金
の
お
知
ら
せ

問
松
戸
保
健
所
昔
6
1
1
2
1
2

1
番

３

月

Ｍ
一
日

㈲

市

税

の

納
付

を

受

け

付

け

ま

す

３
月
2
7日
収
午
前
９

時
か
ら

午
後
４
時
の
間
、
市
役
所
収
納

課
と
各
支
所
で
市
税
の
納
付
を

受
け
付
け
ま
す
。

固
収
納
課
管
理
係

最 低 賃 金 額
最 低 賃 金 額

脳回
日額(円) 時間額(円)

新

産

業

別

最

低

賃

金

調 味 料 製 造 業 5,343 6図 6.2.1

鉄　　 鋼　　 業 5,526 691 6.1.1

一般機械器具製造業 5,447 681 6.1.1

電気機械器具製造業 5,395 675 6.M

精密機械器具製造業 5,318 665 6.2.1

各 種 商 品 小 売 業 5,188 649 6.2.1

自 動 車 小 売 業 5,369 672 6.1.1

（ ※１） 塗 料 製 造 業 4,897 613 1.1.10

（ 豪２） 千葉県最低賃金 4,751 594 5.10.1

(※1)従来の産業別最低貫金(塗料製造業)は､今後金額の改定を行ません。

(※2)千葉県最低質金は､上記の産業別最低賃金以外の産業に適用されます。

※次の賃金は､最低賃金の対象がら除がれます。

①精･皆勤手当②通勤手当③家族手当④賞与⑤時間外手当など臨時に支払
われる賃金

圃柏労 働基準監督署S0471  -63 ―0245番

市

立

保

育

所

の

一

時

的

保

育

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

保

護

者

が

、
仕

事

や

病

気

、

看

護
な

ど

の

た
め

、

家

庭
で

の

保

育

が

一

時

的

に

困

難

な

場

合

、
原

則

と
し

て

週

三

日

ま
で

保

育
所

が

お
子

さ

ん

を

お

預
か

り

す
る

制
度

を
利

用
で

き
ま

す
。

利

用

で

き

る
揚

合

①

昼

間
四

時

間
以

上

就

労
し

て

い

る

②
就

労
を

目

的

と
し

て

訓

練

学

校
に

昼

間
通

学

し
て

い

る

③

専

修

学

校
に

昼

間

通

学
し

て

い

る

④

福

祉

関
係

団

体
で

定

期

的
に

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動
を

し

て
い

る

⑤

二

親
等

以

内
の

親

族

を

定

期
的

に

看
護

や

介

護
し

て

い

る

⑥

疾

病

・
出

産

等
で

入

院

す

る

⑦

災

害

時
の

復

旧
や

不

慮

の

事

故
に

遭

っ
た

⑧
社

会
的

に

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

⑨

そ

の

他

実

施

保

育

所

牧

の

原

保

育

所

（
牧

の

原

ニ

ー
六

）

対

象
児

童

生

態
（

ヵ

月

以
上

で

就

学

前

の

児

童
　

保
育

時

間

午

前
８

時

3
0分

～

午

後
５

時

今一番欲しいのは

赤ちゃんです。

惠
牧
の
原
保
育
所
へ

固
牧
の
原
保
育
所
a
8
5
1
0
9

9
7
番
、
保
育
所
課

個

人

事

業

者

の

皆

さ
ん

消

費

税

の

申

告

と

納

税

は

３
／
3
1
ま

で

に

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該

当
す
る
個
人
事
業
者
は

、
平
成

５
年
分
の

「
消
費
税
確
定
申
告

書
」
を
作
成
し
、
３

月
3
1日
困

ま
で

に
所
轄
の
税
務
署
に

提
出
’

す
る
と
と
も
に
、
そ
の

消
費
税

額
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
人

は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

○
平
成
３

年
中
（
基
準
期
間
）

の
課
税
売
上
高

が
三
千
万
円
を

超
え
る
事
業
者

○
平
成
３

年
中
の
課
税
売
上
高

が
三

千
万

円

以
下

の

事
業

者

で
、「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
事

業
者

汰
申
告
書
は
郵
送
で

も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。「
控
」
に
税
務

署
の

受
付

印

が
必

要
な

人

は

、
切
手
を
張
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
の
駐
車
場
は
４

月
上

旬
ま
で
使
え
ま
せ
ん
。

固

税
務

相
談

松
戸
分

室

容
6
7

1
5
4
1
6

番
、
松
戸
税
務
署

昔
6
3－
1
1
7
1

番

平

成

６

年

度

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

期
間
４
月
１
日

吻
～
2
0日
困

〔
土
・
日
曜
日
は

除
く
〕
　
時

間
午
前
８
時
3
0分
～

午
後
５

時

揚
所
資
産
税
課
税
課

※
縦
覧
で
き
る
人
は
、
納
税
義

務
者
お
よ
び
代
理

権
を
有
す

る
人
で
す
。
印
鑑
を
持
参
し

て

く
だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録

事

項
に

不
服

の
あ

る

場
合

は
、
５
月
２
日
㈲
ま
で
、
固

定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に

審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ

と

が
で
き
ま
す
。

閲
資
産
税
課
税
課

廃

棄

物

処

理

手

数

料

が

改

定

さ

れ

ま

す

「
松

戸

市

廃
棄

物

の

減

量
及

び
適

正

処

理
に

関

す

る

条

例
」

が
４

月
１

日
か

ら

施

行

さ

れ

る

の

に

伴
い

、

廃
棄

物

処

理

手

数

料

が
次

の

と

お
り

改

定

さ

れ

ま

す

。一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
…

一
冫

に

つ

き

九
円

寮

一
般

廃

棄

物
及

び

産

業

廃

棄

物
の

二

十
冫

未

満

は

、

二
十

劭
と

し
て

算
定

し

ま

す

。

し

尿

処

理

手
数

料
：
人

頭

制

月

額
）
＝

左

表
　

従

量

制
＝

一

昭
当

た

り

七

・
九

円

１人世帯 420円

２人世帯 630円

３人世帯 840円

４人世帯 1,2聞円

５人世帯 1,470円

６人以上
の世帯

1,470円に、１人増すごと
に2匐円を加算した額

閲
清
掃
部
管
理
課

６年間という恋愛期間（内 ２年間は

遠距離恋愛）を経て一緒になりました。

結婚してからは毎日が楽しく、休日 に

はショッピングやスキーに行って、幸

せを実感しています。

古ヶ崎 須井 大地さん 治美さん

※タ イト ルが 色刷 りの もの は、

市の 主 催で す。

情 報

チャンネル



パ

ー
ク
セ
ン
タ

ー
催
し

物
・
展
示
案
内

行 事 名 日　 時 講　 師 対　 象 内　 容

みどりの教室
｢ ネイチャーゲーム｣

4/3( 日)
午後１時～３畤

干葉ネイチャーゲーム
の会 水上道子氏

先着30人
見て、触れて、聞いて、遊びな
がら自然を感じるゲーム

みどりの講習会
｢山野草の育て方｣

4/17( 日)
午後１時～３時

(社)日本盆栽協会
松戸支部会員

先着40人
植え付け､植え替え等の春の作業
と年間の育て方についての講習

自然観察会
｢春の野草観察会｣

4/24 日
午前10時～正午

自然観察指導員
川端祥子氏

先着30人
スミレ、ホウチャクソウなど春
の代表的な野草の観察会

費用無料

巫電話でパークセンターO45-8900 番(月曜休館)へ

期間 内容

3/21(0卜31 困 ｢昆虫画展」企画展

４／５図～怛日） ｢花と風景の日本画展」三彩の会

12㈲～17(日)
｢山野草展｣

(社) 日本盆栽協会
松戸支部

残 パークセンタ ー登45－8900 番(月 曜休館)

催

し

物

市

立

松

戸

高

校

吹

奏

楽

部

定

期
演

奏

会

４

月
３
日
収
午
後
２
時
3
0分

開
演
　

会
場
市
民
会
館
　

内
容

吹

奏
楽
の

た

め
の

第
二

組
曲

（
ホ
ル
ス
ト

）
、
サ
ウ
ン

ド
オ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ

ド
レ

ー
ほ
か

蠢
市
立
松
戸

高
校
・
平
川

容
8
5

－
3
2
0
1

番

「

世

界

平

和

都

市

宣

言

事

業

」

春

休

み

親

子

平

和

映

画

鑑

賞

会

３

月
3
0
日

圉

午

後
２

時

～
４

時

〒

時
3
0
分

開

場

）
　
会

場

市

民

劇

場
　

内

容

「
消

え

さ

ら

ぬ

傷
あ
と
火
の
海
大
阪
」
（
平
和
ア

ニ
メ
）
・「
ミ
ッ
キ

ー
マ

ウ
ス

と

魔

法
の

帽
子

」
・
「
ク

リ

ッ

ク

の
冒

険

」
　

費
用

無

料
　

定

員

三

百

人
（
当
日
会
場
で
先
着
順
に
入

場
。
事

前
の

申
し

込

み

は

不

要
）

茴
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

江
戸
川
ハ
イ
キ
ン
グ
-
野

草
を
た
ず
ね
て
-

４

月
1
0
日

面

午

前
９

時
3
0
分

集
合
　

集

合

場
所

松

戸

駅
西

口

か

ら

中

央

通
り

を

江

戸

川
に

向

か

っ

て

直

進

、
突

き

当

た
り

の

土

手
　

内

容

市
川

里

見
公

園
ま

で

の

六

・
七

劭
を

野

草

を
つ

み

な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
　
定
員
先

着
五

十

人
　

持
ち

物

弁
当

、
つ

み

草

用

具

な

ど
　

費

用

無

料

圃

４

月
１

日

窗
午

後
４

時
ま

で

に

、
電

話
で

江

戸

川

を

守
る

会

松
戸
支

部
事
務
局
（
公
害

課
内
）
へ

児

童

合

唱

の

祭

典

（

Ｐ

Ａ

Ｒ

Ｔ

２

）

３

月
2
7日
㈲
午
後
３

時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
内
容
市
内
の

児
童
合
唱
団
五
団
体
に
よ
る
演

奏
会
　

費
用
五
百
円

問

と

き
わ

平
少

年
少

女
合

唱

団
・
加
藤
昔
8
4－
6
0
7
9

番

「

ラ

ル

ゴ

」
9
4
ピ

ア

ノ

コ

ン

サ

ー

ト

３

月
2
6
日

出

午

後
５

時
3
0
分

開

演
　

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1

費

用
二

千

九

百
円
（
全

席

自

由
・

前

売
り

二

千

五
百

円

）
　

内

容

ベ
ル

ガ
マ

ス

ク

組
曲

（
ド

ビ
ュ

ッ
シ
ー
)
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
変
ロ
短

調

作
品

三

一
（
シ

ョ
パ

ン

）、

バ

レ

エ
「
く

る
み

割
り

人

形
」
（
チ

ャ

イ
コ

フ

ス

キ

士

ほ

か

黯

ラ
ル

ゴ

事
務

局

・

太
田
｛
一一
4
6

－
4
5
3
1

番

松

戸

児

童

合

唱

団

ス

プ

リ

ン
グ

コ

ン

サ

ー
ト

３
月
3
1日
團
午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　
費
用
無
料

閲
星
野

音
4
4
1
6
0
1
9
番

春

休

み

こ

ど

も

映

画

大

会

３

月
2
9
日

㈹

午
前
1
0
時
か

ら

と

午

後
２

時

か
ら

の

二

回
　

会

場

市
民

会

館
　

内

容
「
フ

ッ
ク

」

対

象
小

・

中

学

生
と

保

護

者
・

先

着

各
千

二

百
人
　

費
用

無
料

固
こ

ど

も

課

育
成

係

不

動

産

鑑

定

士

に

よ

る
不

動

産

無

料

相

談

会

４
月
６
日
南
午
前
1
0時
か
ら

午
後
４

時
　
会
揚
東
葛
飾
支
庁

閲
千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

登
0
4
3
－
2
2
2
－
7
5
8
8

番

国

立

歴

史

民

俗

博

物

館

企

画
展
「
漆
（
う
る
し
）
文
化
-

縄

文

・

弥

生

時

代

」

５
月
1
5日
㈲
ま
で
、午
前
９
時

3
0分
～

午
後
４

時
3
0分
（
入

館

は
４

時
ま
で
）
　
　入
館
料
一
般

四
百
円
・
高
大
学
生
二
百
五
十

円
・
小
中

学
生
百

十
円

問
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
昔
0
4
3

－
4
8
6
－
0
1
2
3

番

音

楽

の

広

場
（

合

唱

講

座

）

３

月
９９
一
日

㈹

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会

場
市

民

劇

場

費

用

初

回
の
み

二

千
七

百

円

醪
一
社

会
教

育

課

市

民
文

化

係

昔

6
6
1
7
4
g
）ｎ
／
｀
番

若

い

女

性

の

た

め

の

生

活

講

習４
月
2
3
日
～
1
2
月
1
0
日
の
毎

月
第
二
・
第
四
土

曜
日
（
全
十

五
回
）
、
午
後
３

時
～
６
時
　

会

場
婦
人
会
館
　
内
容
料
理
・
衣

服
の

管
理
ほ
か
　

費
用
二
万
二

千
円
（
教
材
・
テ
キ
ス
ト

代
を

含
む
）
　

定
員
先

着
十
五
人

圉
電
話
で
、
松
戸

友
の
会
・
藤

井
昔
6
3－
7
6
2
2

番
へ

春

休

み

天

文

教

室

「

お

も

し

ろ

星

空

探

検

」

３

月
2
6
日

出

午

後
５

時
～
８

時
　

会

場
市

民

会

館
　

内

容

星

座
早

見

盤
の

工

作

と

使
い

方

な

ど
　

講

師
松

戸

天

文

同
好

会

会

長
・

小

林
昭

彦

氏
　

対

象
市

内

小
学

校

高

学

年
以

上

（
小

・
中

学
生

は

保

護

者
の

同

伴

が
必

要

で

す

）
　
　
定

員

先

着

八

十

人

費
用

無

料
　

持

ち

物
は

さ
み

・

カ

ッ

タ

ー
ナ

イ

フ

ー
ホ
チ

キ

ス
・

古
新

聞

踞
一
３

月
2
3
日

圉

午

前
1
0
時

か

ら

、

電

話

で

市

民

会

館
S
6
8

－

１

９
乙
３
７

番
へ

中

国

語

講

座
（

初

歩

会

話

）

４

月
５

日

か

ら
６

ヵ

月

、
毎

週

火

曜
日

の

午

後
７

時
～

９

時

（
第

五

火

曜

日

と

祝

日

を

除

く

）
　

会
場

市

民

会

館
　

費

用

一
万

八

千
円

（
六
ヵ

月

谷

周
一
松

戸

中
国

語

学

習
会

・
赤

坂

昔
4
1－
9
7
3
5

番

Ｈ

Ｒ

話

し

方

教

室

４

月
５
日
～
５

月
3
1日
の
毎

週
火
曜
日
（
全
八
回
・
祝
日
を

講
座
・
講
演

除

く
）
、
午

後
６

時
3
0
分

～
９

時

会
揚
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

八

千
円

（

教

材

費
含

む

）
　

講

師
元

千

葉

大

学

教
授

・

金

光
達

太

郎
氏

ほ
か

茴
Ｈ

Ｒ

話
し

方
研

究

会

・
田

村

昔
4
5－
8
1
5
0

番

森

の

ホ

ー
ル
2
1
・

情

報

セ

ン

タ

ー

ビ

デ

オ

講

座

３
月
3
0日
困

午
後
１

時
3
0分

～
４
時
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル
9
1一

対
象
中
学
生
以
上
五
十
人
　
内

容

編
集
実
技
・
著
作
権
に
つ
い

て
ほ
か

費
用
無
料

圃
３
月
2
5日

窗
必
着
で

、
往
復

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話

番
号

を
記

入
し
て

〒
2
7
0

松
戸
市
千
駄
堀
六
四
六
－

四
森

の
ホ

ー
ル
2
1
情
報
セ
ン

タ
ー
係

（
容
8
4－
5
0
5
0

）
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

４
月
１
日
～
５
月
６
日
の
毎

週
金
曜
日
（
４

月
2
9日
を
除
く

、

全
五
回
）
、

午
前
1
0
時
工
1
1
1
1

時

3
0分

費
用

千
五
百
円

対
象

六
十
歳
ま
で

の
人

間
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
ん
じ
ん

の
会
・
横
山
昔
6
2－
8
0
0
6

番

G.シュワルツ･松戸定期演奏会

(Bunkamura オーチャードホ ール 提 携 公 演)

６／４出午後フ時開演　会場森のホール21大ホール

演奏東京フィ ルハーモニー交響楽団

曲目ベ ート ーヴエン ・交響曲第 ３番「英雄」／

Ｒ．シュトラウス ・ヴァイオリン 協奏曲二短調ほ か

入場料Ｓ＝5,000円　A=4,000 円　Ｂ＝3,000 円

3/22C 火)発売開始

新 日 本 フィル 特 別 公 演

5 /15(i日)午後６時開演　会場森のホ ール21大ホール

指揮小澤征 爾　曲目ベ ート ーヴエン ・交 響曲第７

番ノプロコフィエフ ・ピ アノ協奏曲第 ２番ほか

入場料Ｓ＝9,000 円　Ａ＝8,000円　Ｂ＝7,000円

好評発売中

森 山 良 子 コンサ ートツア ー

'94～'95 手 の 中 に

5／27廊午後６時30分開演　会場森のホール21大ホ

ール入場料Ｓ＝5,000 円　A  =4,500円

好評発売中

ホセ･ コランジェロ＆ ダンシン グ･タン ゴアル ゼ ン

チ ーノ公 演

ホセ・コランジエロの演奏と構成によるダンサー10

人の情熱的な踊り

6/25C 土)午後３時30分　会場市民会館大ホール

入場料Ｓ＝5,000 円　Ａ＝4,000円

４／ ９出 発売開始

華麗なるタンゴ・アルゼンチン弦楽五重 奏団 演奏会

7/17 旧)午後 ２時開演　会場森のホール21大ホール

指揮リカルド ーフランシフフ　演奏オスバルド ・モン

テス( バンド ネオン) ほか

入場料S=4,500 円　Ａ＝3,000 円

４／ ９田 発売開始

文

化

財

講

演

会

「
法

隆

寺

昭

和

資

財

帳

へ

の

道

」

４

月
2
6
日

㈹

か
ら

東
京

国

立

博

物

館
で

開
か

れ

る

「
国

宝

法

隆
寺

展

」
の

鑑

賞
の

理
解

を

深

め

る

講

演

会
を

閧

催
し

ま

す

。

４

月
1
4
日

團

午

後
２

時

～
４

時
　

会
場

市

民

劇

場
　

講

師

法

隆

寺

住

職
代

行

・

高
田

良

信

氏

定

員

三

亘

二
十

人

（

応
募

者

多

数

の

場

合
は

抽

選

）

費
用

無

料

寮
参

加

者
に
「
国

宝

法

隆
寺

展
」

の

入

場

券
を

一

枚

差
し

上

げ

ま

す

。

匣
３
月
3
1日
㈹
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
(
一
人
一
枚
）
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
五
六
松
戸

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文

化

財
係
（
登
6
6－
7
4
6
2

番
）

へ

募
集
し
ま
す

正

看

護

婦

・

保

健

婦

の

パ

ー

ト

募

集

対
象
五
十
歳
代
く
ら
い
ま
で

の
有
資
格
者
　

仕
事
の
内
容
各

種
検
診
や
訪
問
看
護
な
ど
の

看

護
業
務
、
健
康
相
談
な
ど
の

保

健
婦
業
務

圜

健
康

管
理

課

業
務

係
昔
6
6

1
7
4
8
7

番

健康保険証を忘れずに

講師の高田良信氏

国

民

健

康

保

険

料

収

納

員

募

集応
募
期
限
３
月
3
0日
圉
　

対

象
心
身
と
も
に
健
康
で

収
納
業

務
に
専
念
で
き
る
人
・
若
干
名

担
当
地
区
高
塚
新
田
ほ
か

蠢
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

非

常

勤
職

員

（

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー
・
看

護

婦

）
を

募

集

対
象
市
内
在
住
の
五
十
歳
ま

で
の
女
性
・
若
干

名

圃
３

月
3
1日
出
ま
で
に

、
履
歴

書
を
持
つ
て
お
せ

わ
課
へ

◆テレホン案内サービス…………S66-0010 番
平日・午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時
◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番
衛生会館内・午後８時～11時

「
家
具
」
◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル

ベ
ッ

ド
無
料
◆
シ
ン
グ
ル

ベ
ッ
ド
七

千
円
◆
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ

ル
・
い

す
（
二
人
用
）
二
千
円

◆
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
デ
ス
ク
三
千

円
◆

籐
（
と
う
）
製
ゆ
り
か
ご
五

千
円
◆
学
習
机
無
料
◆
片
そ
で

事
務
机
無
料

「
電
気
製
品
」
◆
卓
上
ス
タ
ン

ド
三

千
円
◆

食

器
乾
燥

機

無

料
・
二
千
円
◆
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
炊
飯

器
千
円
◆
ス
テ
レ

オ
一
万

円
◆

電
子

吸

入

器

（
の

ど

・
必

用

）

二
千
円
◆
ハ
ン
デ
ィ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ

機

無

料
◆

卓

上

な

べ
千

円

◆
お
か
ま
ド
ラ
イ
ヤ
ー
三
千
円

【
子

供

用

品
】

◆

室
内

用

滑

り

台
無

料

◆

ベ

ビ

ー
フ

ェ
ン

ス

無

料
三

点

・

二
千

五

百
円

二

点

◆

ベ

ビ

ー
ベ

ッ
ド

五

千
円

◆

プ

レ

ー
ジ
ム

三

千
円
◆

ベ

ビ

ー
ラ

ッ

ク
三

千

円
　
　
　

ゝ

［
ス

ポ

ー
ツ

用

品

・

楽
器

］

ス

タ
ッ

ド
レ

ス

タ

イ

ヤ

（
Ｓ
－
8
0

V
二

本

）
　一
万

円

◆
フ

ォ

ー
ク

ギ
タ

Ａ

千
円

◆

ギ

ダ
ラ

バ

ン

を
記
入
し
て
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根本

七
－

八

京
葉

ガ

ス
Ｆ

松

戸

第

ニ
ビ
ル
松
戸
市
役
所
消
費
生
活

セ

ン

タ

ー
へ

※

相

手
の

紹
介

は

月

末
に

抽

選

し

、
当

選

者

に

電

話

連
絡

し

ま

す

。

紹
介

後

は

自
主

交

渉

に

な
り

ま

す

。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

シ
ュ
ー
ズ
（
2
3竺

二
千
円

【
日
用
雑
貨
】
◆
シ
ン
グ
ル
マ

ッ
ト
レ
ス
三
千
円
六
点
◆
ソ
フ

ァ
ー
マ
ッ
ト
レ
ス
千
五
百
円
◆

か
ぶ
と
三
段
飾
り
二
千
円
◆
レ

コ

ー
ド
（
各
種
七
十
枚
）
五
千

円
◆

料
理
用
は
か
り
五
百
円
◆

そ
ろ

ば
ん
千
円
◆
ネ
ジ
式
柱
時

計
千
円
◆
歯
科
技
工
書
八
千
円

匣
３
月
2
5日

廟
［
当
日

消
印
有

効
］
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望

品
名
（
品
物
一
点
に
付
き
一
人

一
枚
）・
価
格
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
昼
間
の
連
絡
先
）

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
３

月
2
4日
困
ま
で
に

、
電
話
で

申

し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
４

月
2
0

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で

、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
な
ど

は
扱
い
ま
せ
ん
。

閲

消
費

生
活

セ
ン

タ
１

容
6
6

－
7
3
2
9

番

救急医療体制

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

あ
な
た
の
家
の
不
用
品
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か

○
譲
り
ま
す

森のホール21チヶツトセンター

チケット ガイド　 84-5050 番
※受付時間　午前10時～午後５時

月曜日は休館です



江戸川で
サヶの稚魚放流会

大
切
に
育
て
て
き
た
稚
魚
を
放
流
す

る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
で

す
。

何
年
か
し
て
、
こ
の
江
戸
川
に
帰
っ

て

き
た
ら
、
こ
ん
な
に

う
れ
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ

ん
。

「
サ

ケ
の
帰
っ

て

く
る
我
が
街
・
松

戸
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ず
つ
と
い
っ
し
よ
に
い
た
い
け
ど
、

今
の
ま
ま
で

は
死
ん
で
し
ま

う
の
で

、

お
別
れ
し
ま
す
。

海
へ

行
っ

た
ら
サ
メ
や
ア

ザ
ラ
シ
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
。
頑
張
っ
て
生

き

て

く
だ
さ
い
。
海
は
水
そ
う
よ
り
広

く

て
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
よ
。
さ
よ

う

な
ら
大
好
き
な
サ
ケ
た
ち
。

大工

川﨑さん

県の名工

卓越した技能者に贈られる県の名工に、市内から大工の川﨑孝次郎さん（上本郷在

住・写真左）と、とび工の横尾清さん（小金在住）が選ばれました。

川﨑さんは、農村の民家などに多く見られる建築の様式である入母屋造りの数少な

い継承者。横尾さんは、建物などの基礎工事に手腕を発揮し、特にフロック建築の曳

き家工事では、県内だけでなく他県においてもその技術を高く評価されています。

大きくなって戻っておいで

松戸一中１年

和田尚子さん

新松戸北小２年

児玉浩伺くん

行ってみました

牧の原　加藤　明美さん

久美子ちゃん

近
く
に
一
緒
に
遊
べ
る
同
じ

く
ら
い
の

年
の
子
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
こ
に
来
た
ら
お
友
達
が
た
く
さ
沁

い
る
の
で
娘
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

「江戸川にサヶを取り戻そう」と、市内の小･中学生によ

るサヶの稚魚放流会(松戸中央ライオンズクラブ･松戸市理

科部会共催)が､２月26日江戸川で行われました。

稚魚は昨年12月に、サヶの卵を小中学校に配って、生徒

たちの手でふ化させ、この日まで大事に育てたもの。

放流された稚魚たちは、江戸川の広さと水の流れにとま

どったのか、しばらくは川岸にいましたが、やがて元気に

泳ぎ出し、子供たちも安心していました。

稚魚たちが大きくなって江戸川に戻り、子供たちの夢が

かなう日が、早く来るといいですね。

稚
魚
は
み
ん
な
で
大
切
に
育
て

ま
し
た

（
新
松
戸
北
小
で
）

放
流
を
前
に

お
別
れ
会

を
開
き
、

平
久
保
和
彦

く
ん
（
横
須
賀
小

五
年
）

と
三
浦
崇
寛
く
ん
（
六
実
小
四
年
）
が

作
文
を
読
み
ま
し
た
。

子どもたちが遊びや読書を通じて、健全な

情操の育成と体力づくりを図るための施設で

す。児童厚生員と一緒に楽しく過ごすことが

できます。

幼児室、遊戯室、図書室などがあり、季節

ごとの催しや、体操やゲームを親子いっしよ

に楽しむ催しも行っています。

●利 用 時 間　午前９時30分～午後５時

●費　　　 用　無料

●対　　　 象　18 歳未満の児童、 ただし４歳未満

の幼児には、 保護者の同伴が必要

●休　館　日　毎週月曜日、 年末年始

●交　　　 通　新京成線｢常盤平 駅｣から徒歩13分

●問い合 わせ　常盤平 児童福祉館S87 ―3320番

常盤平児童福祉館

アカハラ

緑褐色の上面・橙色の下面・

雄は頭が黒っぽい

全長　　　　　　　　　23cm

翼開長　　　　　　　　37㎝

見られる場所　　　　林の中

ツグミくらいの大きさで、夏は軽井沢など

の高原で「キョロン・キョロン・チー」とさ

えずっていますが、冬になると松戸にもやっ

てきます。しかし、いつも林の中にいて、人の

気配がすると、すぐに飛び去ってしまうため、

赤っぽい腹がチラリと見える程度のことがほ

とんどです。

それでも４月に入るとさえずり始めるので、

朝早く八柱霊園などで声を冐くことができ、

姿も見ることができます。

松戸
の

野鳥

施設
案内

好きで 入ったこ の道で すが、苦労し

て続けてきたかいがありました。

こ れからは技術を継承してもらえる

よう、 後進の指導に情熱を注ぎ ます。

この賞は私個人ではなく、とび工全

体 で頂いたものと受け止めています。

賞に恥じないように今まで以上に仕

事に精進したいと 思います。

とび 工

横尾さん
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